













Relationship between lnduction of Malformation and 
Changes of Placenta 
I. On the Changes of Placenta by Electrical 
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M は紋毛間腔， F ~ま児側毛細毛管， 5はジンチチュム
図 3.妊娠148回対照'Mの脱溶校中間庖 (x68)
多数の血液洞 (B)を認め，その中lζ母側i鼠液が認められる.






図 7.外側視床下核 (c-副交感1ft)刺激群.妊娠148自の胎盤迷路部 (L)(x68) 
紋宅問j広は著しく狭窄され，紋毛閲覧部は広く，児似.~有核赤血球が比絞的多く見られる .Uま脱落膜中間!議.
図 8.向上強拡大 (x680)




































Relationship between lnduction of Malformation and 
Changes of Placenta 












































妊娠14日目から 1臼盈30mgの cortisoneacetate (Corton， 
Merck社製)を家兎の大腿部筋肉内に注射した.
第 I鮮:妊娠14B白から 2日間 cortisoneを投与し， 16 
沼自に開腹した訴.
第E君事:妊娠14臼gから4日間 cortisoneを投与し， 20 
日百花開腹した群.
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表IIa 16 日目関肢の対j沼野ならびに実験'll~， (I)の胎児の状態
家兎漆号 着床数 生存胎j氾数 着胎児床死痕亡跡又、数は 生体存長胎児〈平cm均〉 生体存重胎児(g平〉均 生口 存室主裂胎児数
対 16' ( 1) 10 10 O 1.76 0.44 
/// 16' ( 2) 8 7 1 1.79 0.50 
目置 16'( 3) 14 12 2 1.80 0.41 
平〔採準偏差均〕 10.7 9.7 1.0 
1. 79 0.45 ~ 君手 (0.14) (0.15) 
実
16 ( 1) 9 9 O 1.68 0.50 / 験 16 ( 2) 9 6 3 1.64 0.54 群 16 ( 3) 10 8 2 1.67 0.51 





20'( 2) 10 9 1 3.55 3.13 O 
20'( 3) 11 6 5 3.62 3.08 O 
照
20'( 4) 8 5 3 3.38 2.80 。
群
平(;際準偏差均〕 9.5 6.8 2.8 
3.60 3.61 O (0.31) (0.81) 
20 ( 1) 15 14 1 2.52 1.65 12 
20 ( 2) 12 9 3 2.69 1.99 8 
実 20 ( 8) 10 9 
1 3.42 3.20 4 
20 (12) 6 6 O 3.64 3.07 O 
験 20 ( 3) 11 
。 11 
20 ( 4) 6 O 6 
ïf?~ 20 ( 5) 8 O 8 
20 ( 6) 7 O 7 
20 (ヲ〉 11 O 11 〆目、
I 、}ノ 20 (10) 10 O 10 
20 (11) 9 O 9 
平〔標準偏差均〕 9.5 3.5 
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病変は，最終回の cortisone投与から 3f:l 後!と開腹した~~














lま家兎に 25mg~30mg の cortisone を妊娠14日限より 4
1'1沼投与し，日会児35{針l仁t17例 (48.69めに口主主裂を認めて
おり，また河野8)1主家兎に hydrocortisone1 135.5mgそ妊
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付図説明
図1 対照群:妊娠16日目胎盤周縁郎 (x68) 
残得した Primarychorion (P)や卵黄包 (Y)がJ¥f.られる o Lは目的注迷路邸， DIま脱制民主主底部， Wi立子宮筋隠.
図2 同上:妊綬16日国胎議迷路部 (L)(x68) 
胎!Fi¥TIiにほぼ垂直に，規則蕊しく級色が配列している.
図3 向 上:妊娠16目白胎縫迷路部 (L)より脱落波中間}即ζ移行する部 (x68) 
絞=e.(L)先端部はグワコーゲン細胞腿 (g)を介して，胎母F湾総織の接する鋭落!日!中間j沼(1)(と続いている.脱落!渓中
惚胞には多くの血i!1l(B)があり，中{ζ母側赤血球が認められる。仁コ内を強拡大したものを図8.(ζ示す.
関4 向上:妊娠16臼制措迷路部 (L)の正中部の浴(矢印)示したもので，1PJは瑚くI 深く脱落殴部!と迷し，迷路
部を左右lと大別している (X68).E 1立子宮内JJ5'l
~5 向 上:妊燦16日目胎怒迷路部強拡大 (x680) 
ジンチチュム (8)は規則王しく配列し，綴色開校 (M)日!制服血球(↓〉を認め，悶質吋る児{側H則リ陀毛細血凶泣中に
児自飢側!時t有核赤血E球まV')を認める.
図E 悶 上:妊娠20日目の胎盤迷路郊の強位大(x680) 
説明は図S.参照.
図1 向 上:向上妊娠23日目の胎盤迷路部強拡大(x680) 
説明は図S.参照.
図s向 上:妊娠16臼自の紋色先端部附近強拡大(x680) 
図3.の己内を強拡大した像である.紋色先端部においてはジンチュム (8)が Cytotrophoblast細胞集団 (Cyt・)Iこ続
いている.
図g 向 上:妊娠16日限の子宮壁 (W)ならびに脱薄膜基底部 (D)(x 68) 
図10 妊娠16日日胎児ならびに胎縫.




図12 実験詳:!tT:娠、1613闘の子宮盛(W)ならびに脱落膜基!夜間日 (D)(x 68) 
対照'[t'(o(図9.)1ζ比べ，子宮筋腐は内総，外縦走ー路尖lζ!氾j事が52:しいが， J悦?答股基!底部には者tZEを認めない.
E窓口向上:妊仮16日gの胎綾迷路ls(L) (x 68) 
対照的(ぼ14.)Iζ比べ，iE中部のおMHま不規則で不明IlC(となっている.Eは子宮'内股.
図14 向 上:妊娠16日目の1合燦迷路部 (L)(x 68) 
対照lnmI2.) (乙比べ，紗;毛の配列が54しく乱れている.またグワコーゲン細胞沼(g)の続きと思われる組織が迷路
内lζ入り込んでいる.
図15 向 上:奴仮16日目の胎殺迷路部強拡大 (x680) 
対照1fr(図5.)Iと比べ，ジンチチュム (8)の核は小さく，政染し，細胞質もそのEfを減じている .ζのためジンチ
チュムに閉まれた絞毛間泌 (M) は拡大し，母側赤血球(りを充満している.ノはn~m有核赤政l球を示す.
図16 向 上:妊娠20臼隠のfl合滋迷路部強拡大 (x680) 
対照1r(図6.)ならびに図15.の説明参!札
図17 1河 上:妊娠23日間の日制定迷路部強拡大 (x680) 
対照in(r''7，17.)ならびに国15.の説明参照.
図18 1河 上:WJ.c< 23 [J I~I の胎捻迷路郎強拡大 (x680) 
ジンチチュムの一部が断裂崩壊し，紋宅内{こ赤血球が没iì\~ (A)している.
図19 I河 上:妊娠23日目のfI台燦迷路部 (L)(x68) 
図20 向 上:拡妓20日目の胎盤迷路部 (x68) 
迷路官官(L)の深部において，紋毛がかなり広範簡に変性j安死 (N)におちいっている.また，このような部伎を夜う
かのように新しい紋毛がj告訴在していろ(日).ζの新しい紋毛椴知郊(日)を強拡大したのが図2.である.
図21 河上:図20.の壊死J'¥f5(N)の強拡大 (x680) 
ジンチチコムの枚ば於絡し，約!J@'d'ii土政い好絞'[11:を示している(欠印). 
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